
 

１ 日常生活を振り返り、学習課題を確認する。 

  

 

 

  

 

２ 「この思いをフェルトペンにたくして」をもとに話し合う。 

（１）震災直後の状況や新聞の発行をためらった新聞社の人たちの思いを

確認する。 

 

 

 

 

（２）手書きの新聞を発行し続けた思いを考える。（個→グループ→全体） 

 
 
 

 

（３）新聞を発行したことの影響を考える。 

 

 

 

 

 

３ 身近な人たちが働く姿から、その思いや影響を考える。 

 
 
 

 

 

４ 自分を振り返る。 

 

 

 

〇自分の仕事への取り組みを

振り返らせ、課題意識を高

める。 

 

 

 

〇教材は事前に読んでおき、

「わたし」の気持ちが伝わ

ってくる箇所に線を引かせ

ておくことで、葛藤があっ

たことに気付かせる。 

〇写真やキーワードを書いた

短冊を黒板に提示し、当時

の状況への理解を促す。 

 

○発 混乱の中、なぜ手書きの新

聞を発行し続けたのか。 

 

〇グループで付箋を用いて話

し合う中で、多様な考えを

認め合うように促す。 

 

〇机間巡視をしながら個の考

えを把握し、全体交流に生

かす。 

 

〇電子黒板に身近な人たちの

働く様子や思いを提示する

ことで、自分との関わりで

「働くこと」を考えられる

ようにする。 

 

 

 

○評  役割を果たすために、今

の自分にとって必要な考え

を見つけ出し、今後の生活

に生かそうとする意欲をも

つことができたか。 

授業づくりのポイント 

役割を果たすために、どんな思いを大切にすればよいか考えよう。 
 

決められた仕事は
やり遂げているよ。 

印刷機械も使えない
のに、新聞を発行する
なんて無理だ。 

もし伝えた情報が間
違っていれば、信用を
失うかもしれない。 

社員もその家族も被
害を受けて、自分のこ
とで精一杯なのに。 

本当に役に立ってい
るのか自信がないな。 

仕事を忘れてしまう
こともあったな。 

＜地域の人々にとって＞ 
安心 励まし 希望 笑顔 

＜地域の安田さん＞ 
地域の安全を守る

ために毎朝見守り活
動をしているよ。 

＜６年生＞ 
学校や地域のために、

友達とボランティア活
動をやっているよ。 

委員会活動では「みんな
にこうなってほしい。」と
いう思いや目標をもって
取り組んでいきたい。 

まだやったことのな
い仕事も、勇気を出し
て自分なりに挑戦して
みたい。 

友達と協力し
て高学年として
の役割を果たし
ていきたい。 

地域の人た
ちに少しでも
元気を出して
ほしい。 

地域の人たち
は混乱している
から落ち着いて
ほしい。 

新聞社として、
今こそ自分たちが
責任を果たさなけ
ればいけない。 

うまくでき
なくても、あき
らめずに続け
てみよう。 

＜5 年生＞ 
ハッピー活動や 

委員会で役割を果た
しているよ。 

＜新聞社の人たちにとって＞ 
喜び 達成感 やりがい 



 

C‐(14) 勤労，公共の精神 

D‐(22) よりよく生きる喜び 

B‐(7) 親切，思いやり 

B‐(10) 友情，信頼 D‐(19) 生命の尊さ 

A‐(5) 希望と勇気， 
  努力と強い意志 

B‐(8) 感謝 

苦しい状況だけれど、情報を伝
えることで、きっと地域の人たち
の力になれるだろう。あきらめず
にやり遂げよう。 

今、何もやらないと後悔するだろう。情報を伝えら
れるのは、わたしたちしかいない。このまま放ってお
くことはできない。できる方法でやってみよう。 

助からなかった人たちが、たくさんい
る。これ以上、被害が大きくならないよ
うに正しい情報を伝えたい。 

社員みんなの力を
合わせれば、きっとで
きるだろう。 

苦しい思いをしている人たちがたくさ
んいる。少しでも役に立ちたい。 

これまでの地域の人たちが、この新聞社
を支えてくれた。今こそ恩返しをしたい。 

 

社員も被害を受けてつらい状
況なのに、誰のために壁新聞を
つくったのかな？ 

新聞を読んでもらえたと
しても、誰もお金を払うこ
とはできないよ。 

 

こんな大
変な作業を
一人ででき
ると思った
かな？ 

たとえ新聞を発行しなくても責められなか
ったと思うけれど、新聞社の人たち自身は何も
しなかったら、どんな思いになったかな？ 


